
の
策
定
・
「
う
る
お
い
の
あ
る
美

し
い
町
づ
く
り
条
例
」「
住
ま
い
づ

く
り
相
談
所
の
改
設
」「
広
告
物
設

置
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
の
発
行
や
「
生

け
垣
づ
く
り
助
成
金
交
付
要
綱
制

定
」
等
な
ど
を
次
々
に
定
め
、
町

の
景
観
づ
く
り
に
努
め
る
。
ま
た
、

平
成
17
年
に
は
東
京
理
科
大
学
が

役
場
内
に
「
町
づ
く
り
研
究
所
」

を
開
設
、
23
年
に
は
法
政
大
学
が

「
地
域
創
造
研
究
所
」
を
同
じ
く
役

場
内
に
開
設
し
て
町
づ
く
り
の
第

２
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
活
動
を
は

じ
め
て
い
る
。

ま
さ
に
官
と
民
が
協
同
し
て
観

光
客
を
迎
え
入
れ
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
年
間
１
１
５
万
も
の
人
を
呼

び
込
み
、
１
０
５
億
円
も
の
経
済

波
及
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

無
か
ら
有
を
生
じ
さ
せ
た
成
功
例

と
し
て
大
い

に
学
ぶ
点
が

多
い
研
修
で

あ
っ
た
。
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が
以
前
の
レ
ベ
ル
に
戻
り
、
出
生

率
は
一
時
２
を
越
え
た
が
今
は

１
・
88
で
、
子
ど
も
の
元
気
な
姿

が
や
け
に
多
い
村
で
あ
っ
た
。

そ
の
住
宅
は
村
内
に
10
棟
あ
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
の
３
階
建
て

の
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
１
棟
12
世
帯
が
入

る
も
の
で
、
入
居
料
が
近
隣
の
も

の
よ
り
安
く
、
子
育
て
の
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
で
隣
の
町
な
ど
よ
り
優

遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
若
者
達

に
人
気
で
い
つ
も
満
室
だ
と
い
う
。

ほ
か
に
戸
建
て
住
宅
も
54
戸
も
あ

る
。
入
居
の
若
者
の
７
割
は
村
外

か
ら
で
、
仕
事
先
の
ほ
と
ん
ど
は

飯
田
市
だ
と
か
。
医
療
費
は
高
校

の
市
町
村
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

今
ど
こ
の
市
町
村
も
人
口
減
少
に

悩
ん
で
い
る
中
で
、
特
に
こ
れ
と

い
っ
た
産
業
も
無
い
中
で
合
併
で

は
な
く
自
立
の
道
を
選
び
、
逆
に

若
者
の
移
住
促
進
な
ど
に
よ
っ
て

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
全
国

一
の
出
生
率
と
、
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
健
全
財
政
を
保
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
奇
跡
の
村
と
言
わ
れ
、

私
共
の
視
察
の
日
も
大
阪
と
山
形

か
ら
の
視
察
団
と
の
一
緒
の
研
修

で
あ
っ
た
。
隣
は
飯
田
市
で
、
地

形
的
に
は
能
代
市
と
八
峰
町
と
い

っ
た
距
離
と
経
済
関
係
に
あ
る
。

こ
の
村
の
村
長
さ
ん
は
元
自
動

車
修
理
工
場
の
経
営
者
で
、
現
在

６
期
目
。
役
場
職
員
の
意
識
改
革

に
始
ま
り
、
今
で
は
住
民
の
意
識

ま
で
変
え
た
と
い
う
凄
い
方
で
あ

っ
た
。
徹
底
的
な
行
財
政
改
革
で

財
源
を
確
保
し
、
補
助
金
を
使
わ

ず
に
若
者
定
住
促
進
住
宅
の
建
設

に
充
て
、
医
療
費
な
ど
の
軽
減
や

教
育
に
使
い
、
そ
の
結
果
、
２
０

０
戸
近
く
の
入
居
に
よ
っ
て
人
口

●
視
察
先
　

・
長
野
県
下
條
村

・
長
野
県
小
布
施
町

●
視
察
日
程
　
平
成
26
年
11
月
17

日
〜
19
日

●
視
察
参
加
者
　
菊
地
薫
、
腰
山

良
悦
、
笠
原
吉
範
、
柴
田
正
高
、

嶋
津
宣
美

●
『
下
條
村
』

私
共
一
行
５
名
は
、
関
東
ふ
る

さ
と
会
に
合
わ
せ
て
、
長
野
県
下

の
ふ
た
つ
の
町
村
を
視
察
し
た
。

最
初
は
少
子
化
対
策
で
成
功
し

て
い
る
下
條
村
、
次
が
町
の
人
口

の
１
０
０
倍
も
の
観
光
客
が
訪
れ

る
小
布
施
町
の
観
光
を
テ
ー
マ
に

勉
強
し
た
。

下
條
村
（
し
も
じ
ょ
う
む
ら
）

は
長
野
県
の
南
端
に
あ
る
人
口
４

千
人
の
村
で
、
り
ん
ご
や
柿
な
ど

の
果
樹
生
産
地
の
中
に
あ
り
、
八

峰
町
の
６
分
の
１
ほ
ど
の
面
積
の

山
村
で
あ
る
が
、
こ
こ
数
年
全
国

で
葛
飾
北
斎
が
度
々
訪
れ
、
多
く

の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
昭
和
51

年
、
町
内
に
残
さ
れ
て
い
る
北
斎

作
品
の
散
逸
を
防
ぎ
、
収
蔵
・
公

開
す
る
た
め
の
美
術
館
が
桑
畑
に

囲
ま
れ
た
一
隅
に
ポ
ツ
ン
と
建
て

ら
れ
た
。
こ
こ
か
ら
小
布
施
の
町

づ
く
り
が
始
ま
っ
た
。

オ
ー
プ
ン
し
た
年
、
人
口
１
万

２
千
人
の
町
に
３
万
５
千
人
も
の

人
が
訪
れ
、
町
の
人
々
の
客
を
遇

す
る
心
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
与
え
、

町
民
た
ち
は
訪
れ
た
人
た
ち
に
心

地
よ
い
印
象
を
持
っ
て
お
帰
り
頂

く
た
め
に
、
町
中
が
美
術
館
の
よ

う
な
清
潔
な
町
に
整
備
し
よ
う
と

動
き
始
め
た
。
町
も
こ
れ
を
後
押

し
す
る
よ
う
に
「
地
域
住
宅
計
画
」

活
圏
は
長
野
市
に
入
っ
て
い
る
。

地
形
は
東
部
に
そ
び
え
る
雁
田
山

（
標
高
７
８
６
ｍ
）
を
除
き
、
標
高

３
９
０
〜
３
３
０
ｍ
の
平
坦
な
地

で
、
北
西
に
緩
や
か
に
傾
斜
し
平

地
が
少
な
い
。

内
陸
性
気
候
で
冬
と
夏
、
昼
と

夜
の
寒
暖
の
差
が
大
き
く
、
雨
が

少
な
く
水
は
け
の
よ
い
扇
状
地
と

い
う
自
然
条
件
が
果
物
栽
培
を
盛

ん
に
し
て
い
る
。
特
に
栗
が
江
戸

時
代
か
ら
栽
培
さ
れ
小
布
施
栗
は

有
名
で
あ
る
。
そ
の
栗
を
使
っ
て

の
和
菓
子
作
り
が
盛
ん
で
今
で
は

12
軒
の
和
菓
子
屋
さ
ん
が
製
造
販

売
を
し
て
お
り
、
多
く
の
雇
用
を

生
み
出
し
て
い
る
。

他
に
ブ
ド
ウ
・
リ
ン
ゴ
・
モ
モ

な
ど
の
栽
培
も
盛
ん
で
あ
る
。
こ

の
栽
培
農
家
の
頑
張
り
が
多
く
の

観
光
客
を
町
に
呼
び
寄
せ
て
い
る
。

栽
培
・
加
工
・
販
売
が
早
く
か
ら

行
わ
れ
、
ま
さ
に
６
次
産
業
の
モ

デ
ル
の
よ
う
な
町
で
あ
る
と
の
印

象
を
受
け
た
。
ま
た
、
こ
の
町
は

江
戸
後
期
、
土
地
の
豪
商
の
招
き

ま
で
無
料
で
、
給
食
費
と
保
育
料

は
現
在
５
割
ま
で
軽
減
し
、
入
学

祝
い
金
・
出
産
祝
い
金
な
ど
は
八

峰
町
と
同
程
度
で
あ
る
。

住
民
も
小
規
模
修
繕
等
は
村
か

ら
資
材
を
提
供
し
て
も
ら
っ
て
自

分
達
で
行
う
と
い
う
姿
勢
な
ど
参

考
に
な
る
こ
と
の
多
い
よ
い
研
修

を
体
験
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

●
『
小
布
施
町
』

町
外
か
ら
誰
一
人
訪
れ
る
事
の

な
い
信
州
の
静
か
な
里
だ
っ
た
小

布
施
町
が
、
今
や
年
間
、
町
の
人

口
（
１
万
１
千
４
百
人
）
の
１
０

０
倍
も
の
観
光
客
が
訪
れ
る
町
に

な
っ
た
。
そ
の
秘
密
を
探
り
、
我

が
町
の
観
光
振
興
の
一
助
と
し
た

い
と
の
思
い
に
駆
ら
れ
、
賛
同
頂

い
た
４
名
の
議
員
と
11
月
19
日
小

布
施
町
を
訪
れ
た
。

小
布
施
町
は
東
西
に
５
・
７
㎞
、

南
北
に
４
・
８
㎞
、
総
面
積
は

19
・
７
平
方
㎞
の
長
野
県
で
一
番

小
さ
な
町
で
あ
る
。
町
の
西
側
が

長
野
市
に
接
し
て
い
る
た
め
、
生

他県の視察団と一緒に研修しました小布施栗

小布施ゆかりの葛飾北斎肉筆画美術館
「北斎館」


